
芥
川
龍
之
介
の
　
『
蜜
柑
』

r
淡
柑
』
の
初
山
は
「
新
糊
」
の
大
正
八
年
五
月
号
で
あ
る
。
「
私
の
出
遇

っ
た
事
」
と
い
う
総
題
の
下
に
、
〓
'
蜜
柑
」
　
「
二
、
沼
地
」
と
し
て
二
作

が
桝
城
さ
れ
て
い
る
が
'
両
作
品
に
直
接
的
な
関
連
は
み
ら
れ
な
い
。
翌
九
年

7
月
に
刊
行
さ
れ
た
第
円
創
作
災
F
彫
焔
稲
し
　
(
赤
以
堂
)
　
に
収
め
ら
れ
た
際

に
は
'
純
作
品
は
分
離
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
創
作
袋
に
収
録
さ
れ
た
作
品
を
'

そ
の
順
序
に
従
っ
て
列
記
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

目
し
　
(
大
r
&
・
i
n
 
T
i
j
;
軌
」
)

F
m
地
)
　
(
大
8
・
5
「
新
潮
」
)

F
き
り
L
と
ほ
ろ
上
人
伝
3
　
(
大
8
・
3
「
新
小
説
」
)

F
批
』
　
(
大
8
・
5
「
中
央
公
論
」
)

『
間
化
の
良
人
』
　
(
大
8
・
2
「
中
外
」
)

F
的
之
助
の
詣
』
　
(
大
7
・
4
「
新
小
説
」
)

F
小
目
E
四
種
　
-
　
黄
梁
夢
天
ォ
>
-
2
)
　
英
加
の
㍑
(
大
-
・
2
)
　
女
体

天
t
o
・
a
s
)
は
生
の
信
(
火
9
・
1
)
3

i
-
V
o
の
叫
の
・
]
分
の
小
し
　
(
人
r
r
.
・
-
i
「
中
火
公
-
U
I

F
l
じ
ゆ
り
あ
の
・
吉
助
し
　
(
大
8
・
9
「
新
小
説
」
)

.
F
疑
惑
』
　
(
大
8
・
7
「
中
央
公
論
」
)

一

i

i

i

Z

I

端
　
　
俊
　
　
英

F
魔
術
L
　
(
大
9
・
1
「
赤
い
鳥
」
一

『
葱
』
　
(
大
9
・
1
「
新
小
説
」
)

和
訳
r
バ
ル
ク
ザ
ア
ル
　
(
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
)
し
(
大
3
・
2
「
新
思

潮」)

和
訳
r
春
の
心
臓
(
イ
ェ
ー
ツ
)
に
(
大
3
・
6
「
新
思
潮
」
)

以
上
、
大
j
 
L
九
年
1
月
ま
で
の
二
年
余
に
発
表
さ
れ
た
十
二
筋
と
初
期
の
和
訳

二
m
で
桐
成
さ
れ
て
い
る
。
初
出
の
「
私
の
山
過
っ
た
事
」
に
お
い
て
'
r
焚

州
3
の
末
化
に
は
「
八
・
四
・
三
」
と
記
さ
れ
、
r
田
地
.
B
に
は
「
六
・
九
・

三
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
'
執
甥
は
『
蜜
柑
』
の
方
が
後
に
な
る
が
'

桝
減
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
間
を
逆
に
北
べ
て
お
り
、
ま
た
創
作
集
r
影
焔
慌
』

に
お
い
て
も
r
蜜
柑
3
が
港
所
を
飾
っ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
作
者
の
自
信
の

ほ
ど
が
う
か
が
え
る
Q
も
っ
と
も
'
r
彫
灼
離
し
刊
行
後
の
刊
=
簡
(
大
9
・
3

・
3
1
、
松
岡
讃
あ
て
)
　
で
、
「
始
め
の
方
だ
け
少
し
読
ん
で
く
れ
給
へ
'
F
き

X
3
C
I
n

り
L
と
ほ
ろ
上
人
伝
』
だ
け
自
信
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
'
も
と
も
と
自

作
に
つ
い
て
の
自
負
を
洩
ら
す
こ
と
の
少
な
か
っ
た
芥
川
の
こ
と
で
あ
り
'
特

に
F
蟹
柑
」
に
触
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
へ
　
「
始
め
の
方
だ
け
少
し
読
ん
で
く

れ
」
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
作
品
を
巻
頭
に
ふ
さ
わ
し
い
好
箔
と

し
て
'
自
ら
認
め
る
気
持
ち
を
掴
め
て
い
た
と
み
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。
か

っ
て
第
1
創
作
集
『
雑
生
門
』
　
(
大
6
・
5
、
阿
蘭
陀
書
房
)
　
の
巻
頭
に
r
拝
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l
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i
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改
出
社
)
に
も
収
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れ
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い
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こ
と
か
ら
'
芥
川
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と
っ
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'
拾
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が
た
い
感
動
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ス
ケ
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た
こ
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八
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創
作
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き
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は
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伝
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新
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説
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三
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五
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い
て
「
技
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r
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v
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草
・

以
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出
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ゐ
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さ
う
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飽
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足
り
な
く
感
じ
ら
れ
る
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「
余
に
智
巧

的
で
'
作
そ
の
物
と
し
て
は
面
白
味
、
巧
さ
と
云
ふ
以
上
の
物
を
私
の
心
に
思

は
せ
な
い
」
と
評
L
t
　
1
方
F
光
柑
』
　
F
泊
地
し
の
二
小
品
に
つ
い
て
は
'

私
は
初
め
て
は
ん
た
う
の
　
(
少
-
と
も
私
に
は
)
氏
の
心
の
間
非
へ
引
き

入
れ
ら
れ
た
T
-
'
.
-
t
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を
感
じ
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脚
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者
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二
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∴
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大
と
か
を
概
噂
す
る
人
f
=
]
派
的
意
味
の
物
で
は
な
い
に
し
て
も
'
ト
ル
ス
ト

イ
が
チ
ェ
エ
ホ
フ
の
戎
小
品
を
指
し
て
「
こ
れ
は
真
珠
の
や
う
な
変
す
べ
き

作
品
だ
」
と
云
つ
た
や
う
な
心
拍
で
'
私
は
か
う
し
た
心
の
世
壁
せ
見
せ
た

氏
の
作
に
よ
り
強
-
心
を
ぷ
か
れ
る
も
の
で
あ
る
O

と
述
べ
へ
芥
川
が
自
信
を
ホ
し
た
F
き
り
L
と
ほ
ろ
上
人
伝
』
　
よ
り
も
　
F
蟹

柑
』
の
方
を
'
は
る
か
に
苅
-
評
価
し
て
い
る
3
,
」
の
点
に
つ
い
て
は
'
進
藤

(
r
-
"
)

純
孝
氏
も
音
っ
よ
う
に
t
 
F
-
t
t
t
り
L
と
ほ
ろ
上
人
伝
L
は
「
た
だ
桝
…
川
に
仕
立

て
ら
れ
て
ゐ
る
面
白
い
話
」
と
い
う
だ
け
に
一
望
さ
な
い
が
へ
　
「
珍
し
-
芥
川
の

桁
利
1
生
泊
を
反
映
し
て
争
わ
ず
'
班
の
弱
味
が
そ
こ
で
血
を
流
す
と
い
ふ
こ
と

が
な
い
」
の
で
'
安
心
し
て
読
ん
で
も
ら
え
る
と
い
う
思
い
が
芥
川
に
は
あ
っ

た
ろ
う
。
し
か
し
「
芥
川
の
弱
味
を
息
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で
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'
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~
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心
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蝣
"
K
¥
l

見
せ
た
」
作
と
し
て
好
感
を
持
た
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、
「
弱
味
を
息
苦

し
い
ま
で
に
呼
吸
」
す
る
よ
う
な
『
蟹
紺
3
執
筆
時
の
芥
川
の
精
神
生
活
は
'

い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
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∴
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∴
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∵
∵
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g
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給
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い
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細
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結
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の
#
L
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大
阪
悔
口
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聞
社
々
友
(
報
酬
月
謝
五
十
円
と
い
う
条
件
)
と
な
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と
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よ

っ
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1
応
の
解
消
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み
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。
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こ
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f
L
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(
-
K
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小
島
政
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蛙
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r
蜘
妹
の
糸
.
]
　
(
七
月
　
「
赤
い
鳥
」
)
、
F
奉
教
人
の
光
し
　
(
九
月
　
「
三
m
文

学
」
一
'
『
枯
野
抄
3
　
(
十
月
「
新
小
説
」
)
t
 
F
邪
宗
門
,
3
　
(
十
月
～
十
二
月
「
大

阪
行
目
新
聞
」
退
城
)
　
な
ど
で
、
王
朝
物
・
発
話
・
南
蛮
物
・
江
戸
物
の
代
表

(
注
-
)

作
と
い
っ
て
も
よ
い
力
作
を
主
と
し
て
い
る
。
妻
や
伯
母
を
迎
え
た
新
居
で
の

7
応
の
安
定
を
得
た
生
泊
の
な
か
か
ら
'
こ
れ
ら
の
充
実
し
た
群
心
作
が
生
み

出
Y
)
れ
た
の
で
お
i
C
'
-

し
か
し
、
F
邪
宗
門
し
あ
た
り
か
ら
創
作
上
の
行
き
訪
ま
り
は
抹
刻
な
も
の

と
な
っ
て
-
る
。
F
邪
宗
門
L
は
『
地
は
変
3
に
つ
づ
-
「
大
阪
短
日
新
聞
」

逆
賊
小
説
　
(
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
っ
た
が
'
「
作
者
芥
川
氏
柄
気

の
た
め
未
完
の
伐
1
先
づ
こ
の
稿
を
終
る
」
と
し
て
'
三
十
二
回
で
巾
絶
さ
れ

た
。
叫
尖
'
当
時
の
出
師
に
よ
る
と
、
芥
川
は
十
1
月
初
め
か
ら
ス
ペ
イ
ン
風

に
よ
る
高
熱
に
整
わ
れ
て
'
柘
比
に
東
城
し
て
お
り
'
以
後
十
二
月
に
か
け
て
な

か
な
か
立
ち
直
れ
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
苦
境
の
な
か
で
'
読
者
の
評
判
を
落

(
ユ
i
n
)

と
し
ば
し
な
い
か
と
い
う
大
毎
社
友
と
し
て
の
気
づ
か
い
も
あ
り
'
せ
っ
か
-

王
朝
時
代
を
狩
出
に
三
十
二
回
ま
で
〟
三
昧
境
ル
を
盛
り
上
げ
な
が
ら
'
つ
い

に
節
を
折
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
に
は
扶
持
と
し
て
の
ス
ケ
ー
ル
に
大
き
-
仕

上
げ
て
い
-
前
史
な
段
階
で
息
切
れ
て
し
ま
っ
た
芥
川
の
あ
え
ぎ
を
感
じ
さ
せ

る
。
そ
う
し
た
大
1
E
七
咋
末
の
挫
折
感
の
な
か
で
雷
か
れ
た
の
が
、
『
あ
の
頃

の
‖
分
の
　
!
　
大
8
・
1
　
「
中
央
公
論
」
)
　
と
『
毛
利
先
牲
j
　
(
大
8
・
1

「
加
糊
」
)
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
作
は
r
大
川
の
水
.
!
　
(
大
3
・
4
「
心
の
花
」
一
'

『
父
』
　
(
大
5
・
5
「
新
思
糊
」
)
以
来
措
か
れ
な
か
っ
た
退
位
物
と
し
て
注
H

さ
れ
る
。
只
見
指
は
F
あ
の
頃
の
自
分
の
∃
A
J
に
つ
い
て
へ
　
「
今
ま
で
の
作
風

以
外
に
辺
を
求
め
よ
う
と
す
る
身
動
き
と
し
て
興
味
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
ま

だ
、
も
う
少
し
枇
っ
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
泡
が
残
っ
て
ゐ
る
」
と

「
i
*
J
売
新
聞
」
　
(
大
ォ
・
-
1
-
S
「
読
後
感
油
田
)
　
で
評
し
て
い
る
　
E
i
見
に

よ
っ
て
感
じ
と
ら
れ
た
芥
川
の
こ
の
新
し
い
「
身
動
き
」
は
'
や
が
て
大
正
十

7
咋
の
F
触
河
　
』
　
(
大
3
・
c
o
「
婦
人
公
論
」
)
　
か
ら
始
ま
る
保
書
物
、
さ
ら

に
は
『
大
導
寺
信
仰
の
半
生
』
　
(
大
s
・
~
「
中
央
公
論
」
)
へ
と
つ
づ
-
自
伝

風
の
作
品
に
つ
な
が
る
作
風
転
換
の
き
ざ
し
と
言
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

慶
応
義
判
へ
の
就
職
を
断
念
し
た
芥
川
は
帥
淑
石
に
な
ら
っ
て
作
家
生
活
に

専
念
す
べ
-
'
大
j
E
八
咋
三
月
大
阪
晦
日
新
聞
社
に
正
式
に
入
社
を
決
め
'
海

叩
機
旧
学
校
を
退
職
す
る
こ
と
に
し
た
が
'
そ
の
月
の
十
五
日
に
は
実
父
新
原

娘
三
が
イ
ン
フ
ル
エ
ソ
ザ
で
死
亡
し
て
お
り
'
多
忙
の
な
か
で
心
労
も
大
き
か

っ
た
c
L
川
月
二
十
八
日
に
は
、
鎌
倉
を
引
き
上
げ
'
東
京
田
端
の
自
宅
に
移
り
I

二
附
の
膏
・
 
f
C
を
「
我
鬼
肘
」
と
号
し
て
満
前
い
た
。
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
火
茄

生
活
の
以
初
に
発
表
さ
れ
た
作
品
が
F
私
の
川
過
っ
た
事
　
-
　
「
蜜
柑
」
　
「
刑

地
」
　
-
　
h
と
『
拙
』
と
で
あ
っ
た
.

『
邪
宗
門
』
の
挫
折
後
'
深
刻
さ
を
増
し
て
い
た
創
作
上
の
苦
悩
に
つ
い
て
'

芥
川
は
苛
4
術
そ
の
他
』
　
(
大
o
o
・
」
「
新
税
」
)
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ

融
f
g
m
k

樹
の
枝
に
ゐ
る
7
匹
の
毛
虫
は
'
気
氾
、
天
仮
へ
鳥
類
等
の
敵
の
為
に
'

抱
え
ず
姓
命
の
危
険
に
迫
ら
れ
て
ゐ
る
。
芸
術
家
も
そ
の
生
命
を
保
っ
て
行

-
為
に
'
こ
の
毛
虫
の
迫
り
の
危
険
を
均
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
就
中
恐
る

可
⊥
i
r
>
-
s
>
の
は
仲
村
だ
。
い
や
、
芸
術
の
坊
に
停
相
と
云
ふ
郡
は
な
い
。
進
歩

し
な
け
れ
ば
必
退
華
丁
る
の
だ
。
芸
術
家
が
退
歩
す
る
時
'
常
に
1
柾
の
臼

動
作
川
が
始
ま
る
。
と
云
ふ
意
味
は
'
同
じ
や
う
な
作
品
ば
か
り
*
蝣
'
-
サ
-
事

だ
。
自
動
作
用
が
始
ま
っ
た
ら
'
そ
れ
は
芸
術
家
と
し
て
の
死
に
減
し
た
も

の
と
思
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
僕
自
身
「
龍
」
を
古
い
た
時
は
'
明
に
こ
の
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椛
の
死
に
激
し
て
ゐ
た
。

㌧

　

・

*

.

*

>

-

'

.

U

'

-

'

Z

t

*

.

∵

＼

　

　

　

　

　

　

　

・

-

-

.

'

I

、

蝣

5

;

蝣

?

.

:

-

>

-

'

-

I

に
よ
っ
た
も
の
だ
が
'
r
琳
3
4
・
『
芋
粥
し
の
焼
き
拍
L
と
も
言
え
る
よ
う
な

作
目
川
で
,
す
で
に
古
典
牧
村
の
作
風
も
マ
ン
ネ
リ
化
に
阿
っ
て
い
る
。
題
材
の

払
鵬
に
よ
る
「
一
種
の
白
動
作
川
」
を
感
じ
て
い
た
芥
川
に
と
っ
て
'
大
i
E
八

坤
は
芸
術
家
と
し
て
の
T
大
危
機
を
意
識
し
て
い
た
時
期
と
い
え
る
.
当
時
の

芥
川
に
つ
い
て
'
片
岡
良
一
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

r
拙
』
の
書
か
れ
た
前
後
頃
か
ら
'
固
定
化
し
か
け
た
此
の
作
者
の
作
風

に
も
,
或
る
変
化
が
生
れ
よ
う
と
し
つ
つ
あ
っ
た
。
兎
も
す
れ
ば
機
智
と
才

欠
と
の
か
げ
に
隠
れ
て
'
得
意
気
に
北
壁
笑
享
つ
と
し
た
従
来
の
そ
れ
の
代

り
に
　
-
さ
う
し
て
さ
う
し
た
北
里
笑
み
を
自
ら
苧
楽
し
よ
う
と
し
た
態
比

の
代
り
に
'
も
つ
と
真
正
面
に
'
直
接
的
な
感
動
を
F
=
き
生
か
さ
う
と
す
る

と
同
時
に
,
単
な
る
機
智
や
才
分
や
'
ま
し
て
従
来
好
ん
で
用
ひ
た
諭
計
な

ど
で
は
'
到
底
背
き
生
か
さ
れ
な
い
や
う
な
'
そ
ん
な
和
布
の
題
材
と
も
、

-
-
¥
y
-
'
-
-
.
;
-
-
-
¥
'
<
'
　
　
　
∴
・
・
:
〟
-
'
二
・
・
'
仕
、
　
・
い
　
年
∴
.
I

(
往
5
)

出
よ
う
と
し
た
の
だ
。

つ
ま
り
,
転
換
期
に
正
面
し
た
芥
川
の
、
自
己
と
の
闘
い
の
な
か
か
ら
F
怒

紺
』
は
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
初
山
で
は
「
八
・
四
・
三
」
と
記
さ
れ
て
い
る

か
ら
,
こ
の
題
材
に
直
接
出
会
っ
た
「
戎
曇
っ
た
冬
の
日
暮
」
と
は
、
大
阪
毎

日
新
関
祉
入
社
も
は
ヾ
確
定
的
と
な
り
'
海
軍
機
問
学
校
を
辞
め
る
決
心
も
つ

い
た
二
月
ご
ろ
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
教
職
か
ら
の
解
放
'
転
居
と
い
う

生
活
上
の
1
人
転
機
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
芥
川
は
'
「
死
に
漸
し
」
た
創

作
上
の
射
地
に
立
ち
な
が
ら
'
新
し
い
転
換
・
解
脱
を
求
め
る
「
身
動
き
」
に

よ
っ
て
、
公
夫
に
晴
れ
間
を
見
山
そ
う
と
嘩
っ
'
少
な
-
と
も
前
向
き
の
桁
神

状
態
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
〇

三1
・
]
員
.
‥
・
い
'
_
∴
=
∵
*
・
蝣
:
t
i
・
'
i
.
'
一
∵
・
・
蝣
'
.
'
:
.
.
'

え
ら
れ
て
き
た
。
「
人
情
炎
と
去
現
が
し
っ
-
り
合
っ
て
'
作
者
が
1
両
に
持

(
托
7
)

っ
て
尉
た
よ
さ
と
'
美
し
き
を
柿
に
表
白
し
た
も
の
」
「
人
生
地
車
の
ス
ケ
ッ

(
<
t
-
=
>

チ
と
し
て
も
,
も
の
も
の
し
い
用
意
の
な
い
'
す
っ
き
り
と
し
た
小
品
」
「
機

門
と
誠
刺
と
討
虚
と
冷
笑
の
仮
面
を
と
っ
て
'
素
顔
を
見
せ
た
か
と
思
わ
れ
る

(
托
9
)
(
注
1
0
)

よ
う
な
作
」
「
誓
ら
し
く
人
生
に
対
す
る
明
る
い
肯
定
的
な
作
口
巴
な
ど
と
い

う
見
方
が
定
着
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

菊
池
兜
が
買
芸
作
品
の
内
容
的
価
的
し
(
-
K
;
「
新
潮
」
)
で
'
「
芥

川
氏
の
m
柑
L
と
云
ふ
小
品
が
あ
る
。
私
は
'
あ
の
題
材
を
芥
川
氏
か
ら
口

封
で
聴
い
た
と
き
'
既
に
あ
る
感
動
に
打
た
れ
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
,
ま
た
初
山
の
総
出
が
「
私
の
川
過
っ
た
叩
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
'
こ

∵
∵
'
*
-
'
'
!
い
-
*
"
-
*
*
I
i
・
'
i
:
i

-
・
¥
-
・
>
t
二
.

よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
,
こ
の
作
品
を
光
来
す
る
以
前
に
'
す
で
に
口
所
で
茄
池

に
感
動
を
与
え
る
よ
う
な
伝
え
方
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
'
い
か
に
こ
の
光

景
が
芥
川
に
強
-
焼
き
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
推
察
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
で
は
,
こ
の
市
中
で
の
小
体
験
が
、
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
感
動
を
よ

ぶ
も
の
で
あ
っ
た
の
か
.
そ
れ
は
'
当
時
の
芥
川
の
精
神
状
態
と
の
深
い
か
か

わ
り
に
よ
っ
て
m
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

語
田
粁
元
は
,
「
花
火
の
1
瞬
の
輝
き
を
'
い
や
が
上
に
も
ひ
き
た
た
せ

・
・
'
-
v
い
,
∴
一
[
.
‥
蝣
・
-
蝣
・
・
-
蝣
・
,
,
-
.
_
-
_
-
.
.
-
。
-
_
i
i

f
S
=
)

ろ
,
疲
労
と
侶
忠
に
う
ち
ひ
し
が
れ
た
」
心
教
瓜
H
が
感
動
の
下
地
と
な
っ
て
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い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
'
芥
川
は
当
時
、
創
作
上
・

生
活
上
の
心
痛
・
不
火
に
台
し
ん
で
い
た
。
そ
れ
を
放
散
す
る
よ
う
に
'
「
私
」

の
体
験
は
「
或
曇
っ
た
冬
の
日
暮
」
の
こ
と
で
あ
る
。
人
影
の
な
い
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
オ
ム
の
椎
の
中
の
一
匹
の
小
犬
の
悲
し
そ
う
な
声
も
'
「
疲
労
と
悔
む
」

が
「
雪
曇
り
の
空
の
や
う
な
ど
ん
よ
り
し
た
影
を
落
し
て
ゐ
た
」
私
の
心
持
ち

に
似
つ
か
わ
し
い
景
色
に
思
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。
確
か
に
'
こ
れ
ら
外
界
の
階

(
往
_
)

位
な
惜
誤
は
'
T
人
工
の
封
」
で
飛
期
す
る
拙
作
も
ま
ま
な
ら
ず
、
沈
滞
と
い

う
粒
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
当
時
の
芥
川
の
心
情
を
投
膨
し
た
も
の
で
あ

る
。
寒
々
と
し
た
準
b
寂
し
さ
の
中
に
い
た
「
私
」
は
'
発
坤
の
間
に
「
か
す

か
な
心
の
寛
ぎ
を
感
じ
な
が
ら
」
　
「
眼
の
前
の
停
車
場
が
ず
る
ず
る
と
後
ず
さ

り
を
始
抄
る
の
を
待
つ
と
も
な
-
待
ち
か
ま
へ
て
ゐ
た
」
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

も
'
琉
苦
し
い
状
況
か
ら
の
脱
出
を
願
わ
ず
に
お
れ
な
か
っ
た
芥
川
の
心
の
動

き
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
注
目
し
て
お
き
た
い
。
「
私
」
は
'
お
も
む
ろ
に

動
き
出
し
た
汽
車
の
中
で
「
は
っ
と
し
た
心
も
ち
」
に
な
り
か
か
っ
た
が
'
前

の
既
に
駆
け
込
ん
で
来
た
田
舎
娘
の
「
下
目
m
な
」
顔
だ
ち
と
'
「
不
況
な
」
服

装
と
'
二
等
車
と
三
等
串
も
区
別
で
き
な
い
「
巌
鈍
な
」
心
に
よ
っ
て
、
た
ち

ま
ち
不
快
感
と
腹
立
た
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
-
る
。
「
私
」
の
気
持
ち
の
臆
に

は
'
明
ら
か
に
軽
侮
の
念
を
伴
っ
た
反
射
的
な
拒
否
反
応
と
繊
細
な
イ
ン
テ
-

特
有
の
違
和
感
が
潜
ん
で
い
る
。
心
班
的
に
田
舎
娘
か
ら
過
ぎ
か
ろ
う
と
し
て

閃
い
た
夕
刊
の
紙
面
も
'
繊
細
な
夫
の
追
求
者
に
は
'
も
は
や
憂
軒
を
魁
め
る

何
は
ど
の
力
も
持
た
な
か
っ
た
。
「
卑
俗
な
現
実
を
人
間
に
し
た
や
う
な
面
持

ち
」
の
小
娘
に
対
す
る
不
快
感
は
、
随
道
を
走
る
汽
印
の
間
塞
感
や
夕
刊
の
記

誹
の
索
涼
感
と
ひ
と
つ
に
な
っ
て
'
す
べ
て
が
「
不
可
解
な
'
下
等
な
'
退
J
-

な
人
生
の
象
徴
」
と
し
か
思
え
な
い
ほ
ど
苛
立
た
し
さ
を
増
附
さ
せ
て
い
-
の

で
あ
る
。
絶
望
的
な
如
気
力
状
態
に
陥
っ
て
脱
を
つ
ぶ
っ
て
い
た
「
私
」
は
'

幾
分
か
後
'
不
吉
な
予
感
に
脅
や
か
さ
れ
て
眼
を
あ
け
る
と
、
嫌
悪
す
る
小
娘

は
「
私
」
の
隣
に
接
近
L
t
汽
車
が
随
道
口
に
迫
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
'

窓
を
下
ろ
そ
う
と
淀
城
苦
闘
し
て
い
る
。
「
感
純
な
」
小
娘
の
別
解
に
　
し
む

行
為
を
険
し
い
旧
で
i
川
や
か
に
眺
め
る
「
私
」
に
は
、
咽
笑
的
・
差
別
的
な
感

情
が
強
烈
で
あ
る
3
次
の
瞬
間
、
満
面
に
煤
煙
を
浴
び
せ
ら
れ
'
怒
り
心
弱
に

達
し
た
「
私
」
は
「
所
ご
な
し
に
叱
り
つ
け
」
よ
う
と
し
た
が
へ
　
そ
の
と
き
n

串
は
随
道
を
抜
け
て
「
枯
草
の
山
と
山
と
の
問
に
挟
ま
れ
た
」
貧
し
い
町
は
ず

れ
の
「
蔚
只
と
し
た
」
暮
色
の
風
由
以
が
見
え
て
-
る
。
局
面
の
急
転
に
よ
り
'

垣
尚
潮
に
通
し
た
怒
り
も
、
苦
々
し
い
感
情
を
残
し
な
が
ら
引
き
は
じ
め
'
ま

た
も
と
の
憂
哲
の
な
か
に
戻
り
か
け
た
と
き
'
踏
切
り
の
柵
の
向
こ
う
に
「
=
]
i

天
に
押
し
す
-
め
ら
れ
た
か
と
思
ふ
程
'
揃
っ
て
背
が
低
」
-
'
「
町
は
づ
れ

の
陰
惨
た
る
風
物
と
同
じ
や
う
な
色
の
着
物
を
着
」
た
三
人
の
男
の
子
の
弛
ん

で
い
る
姿
が
視
界
に
と
び
込
ん
で
-
る
。
暮
色
に
-
す
ん
だ
町
は
ず
れ
の
冬
景

色
の
中
に
1
色
に
独
り
つ
ぶ
さ
れ
た
子
供
た
ち
は
、
「
私
」
に
と
っ
て
は
「
陰

惨
た
る
風
物
」
の
ひ
と
つ
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
手
を
挙
げ
「
何
と
も
正
味
の

分
ら
な
い
城
声
を
7
生
懸
命
に
挙
り
せ
」
て
い
T
る
の
に
ふ
と
心
を
と
ら
わ
れ
た

瞬
間
へ
窓
か
ら
半
身
を
乗
り
出
し
た
娘
の
霜
焼
け
の
手
か
ら
「
心
を
雌
ら
す
ば

か
り
暖
な
じ
の
也
に
染
ま
っ
て
」
乱
落
す
る
比
類
の
蜜
柑
を
見
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
同
時
に
へ
　
こ
れ
か
ら
奉
公
先
へ
赴
こ
う
と
す
る
姉
と
'
そ
れ
を
途
小
ま

で
見
送
り
に
来
た
弟
た
ち
と
の
間
の
純
朴
な
変
が
描
い
た
1
光
景
で
あ
っ
た
こ

と
を
了
解
し
た
の
で
あ
る
。
「
陰
惨
た
る
」
冬
景
色
を
竹
山
山
に
し
て
「
心
を
躍

ら
す
ば
か
り
」
蜜
柑
が
聯
い
た
よ
う
に
、
暗
色
に
か
げ
っ
て
い
た
「
私
」
の
心

は
思
わ
ず
へ
蜜
柑
の
暖
色
に
染
め
ぬ
か
れ
た
。
そ
れ
は
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
芥
川
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の
神
経
を
1
瞬
麻
押
さ
せ
る
ほ
ど
強
烈
な
刺
激
で
あ
っ
た
a
そ
し
て
'
何
の
た

め
ら
い
も
な
-
素
直
に
感
応
し
'
心
を
躍
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

急
に
拭
き
上
が
っ
た
「
別
な
心
」
の
み
な
ぎ
り
を
意
識
し
な
が
ら
「
私
」
は
'

「
昂
然
」
と
頭
を
挙
げ
'
「
ま
る
で
別
人
を
見
る
や
う
に
」
小
娘
を
注
祝
し
た
の

で
あ
る
。
小
娘
の
外
貌
は
先
刻
ま
で
と
少
レ
も
変
わ
っ
て
は
い
な
い
が
、
そ
の

娘
を
「
ま
る
で
別
人
」
の
よ
う
に
見
つ
め
た
の
は
'
「
私
」
の
方
が
「
別
人
」

に
変
わ
っ
た
た
め
に
仙
な
ら
な
い
。
芥
川
に
と
っ
て
こ
の
体
験
は
'
決
し
て
些

小
な
出
来
事
で
は
な
か
っ
た
。
み
す
ぼ
ら
し
い
田
舎
娘
の
山
別
に
よ
っ
て
'
あ

れ
ほ
ど
分
厚
か
っ
た
憂
哲
の
壁
が
瞬
時
に
も
せ
よ
打
ち
砕
か
れ
た
の
で
あ
る
。

「
私
は
こ
の
時
始
め
て
、
云
ひ
や
う
の
な
い
疲
労
と
倍
忠
と
を
'
さ
う
し
て
又

不
可
解
な
'
下
等
な
'
退
舶
な
人
生
を
煤
に
忘
れ
る
叫
が
出
来
た
の
で
あ
る
3
」

と
い
う
7
文
で
こ
の
小
品
は
結
ば
れ
て
い
る
。

さ
て
'
こ
れ
ま
で
の
い
く
つ
か
の
F
蜜
柑
し
論
に
お
い
て
各
論
者
は
、
地
役

の
一
文
を
ふ
ま
え
て
作
者
芥
川
の
拭
い
が
た
い
人
生
の
侶
忠
を
強
-
よ
み
と
ろ

う
と
し
て
い
る
の
で
'
以
下
に
凹
氏
の
見
解
を
示
し
て
お
こ
う
。

小
埠
u
h
氏
は
「
r
下
t
.
?
な
'
近
地
な
人
生
し
の
中
に
秘
め
ら
れ
た
意
外
な
真
実

を
発
見
し
た
歓
喜
へ
と
感
動
を
=
升
華
さ
せ
る
こ
と
な
-
'
わ
ず
か
に
人
生
を
忘

却
で
き
た
満
足
を
あ
ぢ
は
ふ
傍
観
的
消
極
性
に
'
小
i
E
思
イ
ン
テ
-
ゲ
ソ
チ
ャ

の
負
は
さ
れ
た
も
の
へ
の
肌
K
,
さ
を
覚
え
ず
に
ゐ
ら
れ
な
い
」
と
し
'
「
ほ
ん

た
う
の
歴
史
的
、
人
生
的
、
生
活
的
真
実
の
モ
メ
ソ
ト
に
ふ
れ
な
が
ら
ふ
た
た

び
観
念
の
迷
路
に
ま
よ
ひ
こ
む
'
そ
し
て
迷
路
そ
の
も
の
を
人
生
と
し
か
考
へ

(
注
1
)

ら
れ
ぬ
作
者
に
は
が
ゆ
さ
を
お
ぼ
え
」
て
い
る
。

三
好
行
雄
氏
は
「
歓
呼
す
る
子
ど
も
た
ち
の
上
に
'
∧
乱
落
す
る
鮮
な
蜜
柑

の
色
∨
は
、
不
可
解
で
、
下
等
で
'
退
屈
な
人
生
の
も
た
ら
す
∧
疲
労
と
描

怠
>
を
い
っ
そ
う
く
っ
き
り
と
逆
照
射
す
る
、
た
ま
ゆ
ら
の
幻
彫
で
し
か
な
い
」

(
江
1
)

と
述
べ
て
い
る
。

茄
地
弘
氏
は
「
所
詮
'
心
に
焼
き
つ
け
ら
れ
た
娘
の
光
景
で
、
俗
宙
と
披
労

か
ら
瞬
時
解
放
さ
れ
て
も
全
的
に
解
放
さ
れ
る
も
の
」
で
な
い
と
し
へ
　
「
結
.
i
Z

は
出
会
っ
た
夫
し
い
感
動
、
感
激
も
　
-
　
そ
こ
に
1
柾
の
ほ
の
か
な
が
ら
明
る

い
可
能
性
を
つ
か
み
か
け
な
が
ら
-
　
主
体
的
に
帰
1
化
し
て
其
の
意
味
で
の

転
換
へ
ま
で
の
姿
束
と
は
な
り
え
ず
'
そ
こ
に
圧
し
ゆ
が
め
ら
れ
た
生
の
邦
悩

<
-
J
2
)

と
悲
痛
r
J
」
が
あ
る
の
を
観
じ
と
っ
て
い
る
。

ま
た
'
平
岡
敏
夫
氏
も
「
『
不
可
解
な
'
下
等
な
'
退
舶
な
人
生
』
は
依
然
と

し
て
存
在
す
る
の
で
あ
り
'
こ
の
人
問
発
見
の
物
語
も
『
伴
に
し
意
識
さ
れ
る

の
み
で
あ
っ
て
、
し
か
も
、
そ
れ
は
偶
然
お
と
ず
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で

あ
る
。
∧
自
若
れ
∨
の
意
識
は
依
然
と
し
て
つ
づ
い
て
い
る
」
と
し
て
、
作
品

(
-
i
J

の
底
部
に
芥
川
の
「
絶
望
の
声
」
「
揃
ま
し
い
努
力
」
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
。

結
び
の
一
文
の
中
の
「
箆
に
」
の
1
語
に
注
目
し
、
人
生
の
7
瞬
を
彩
っ
た

蜜
柑
の
輝
き
も
'
所
詮
芥
川
の
「
日
暮
れ
の
意
識
」
の
中
に
お
お
わ
れ
て
し
ま

う
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
と
す
る
各
氏
の
よ
み
と
り
は
、
的
碓
な
も
の
で
あ
り
'

特
に
異
論
を
さ
し
は
さ
む
余
地
も
な
か
ろ
う
。
し
か
し
'
そ
の
上
に
立
っ
て
あ

え
て
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
'
芥
川
に
は
珍
ら
し
-
雌
煉
な
精
神
の
一
間
に

つ
い
て
で
あ
る
。
「
雌
に
」
も
せ
よ
、
人
生
の
俗
畠
を
「
忘
れ
る
事
が
出
来

た
」
と
い
う
叫
尖
で
あ
る
。
先
刻
ま
で
'
あ
れ
ほ
ど
小
娘
を
娘
慈
し
、
そ
の
「

存
在
を
忘
れ
た
い
と
云
う
心
も
ち
」
で
い
た
「
私
」
は
'
堆
相
の
叩
き
せ
境
に

し
て
'
見
違
え
る
よ
う
な
変
化
を
み
せ
て
い
る
。
今
ま
で
の
沈
紺
は
か
き
消
さ

れ
、
意
気
は
「
朗
然
」
と
高
ま
り
'
小
娘
に
「
別
人
」
を
感
じ
る
ま
で
に
志
誠

は
変
革
を
遂
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
蜜
柑
の
暖
色
に
心
打
た
れ
た
「
刺
邪
に
7
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切
を
了
解
」
し
た
の
が
炎
機
と
な
っ
て
い
る
。
「
1
切
」
と
は
'
下
層
の
幼
い

姉
弟
間
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
交
楠
が
蜜
柑
の
輝
き
に
結
H
州
し
た
と
い
う
事
情
で

あ
る
。
従
っ
て
へ
　
「
私
」
は
姉
娘
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
　
「
何
と
も
意
味
の

分
ら
な
い
戚
声
」
で
あ
っ
た
弟
た
ち
の
声
に
も
、
「
小
鳥
の
や
う
に
」
心
な
ど

む
饗
き
を
感
じ
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

砥
か
に
'
こ
の
強
烈
な
感
動
も
偶
然
の
出
会
い
に
す
ぎ
ず
'
し
か
も
「
特
効

共
」
の
効
き
目
程
度
の
瞬
時
の
解
放
で
し
か
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
し
か
し

当
・
叫
の
芥
川
に
感
動
の
持
続
・
界
華
や
全
的
解
放
は
容
易
に
期
待
す
べ
-
も
な

い
。
「
私
」
の
倦
怠
感
の
必
然
性
が
明
ら
か
で
な
い
と
い
う
作
品
の
も
つ
弱
さ

の
た
め
に
、
感
動
も
人
生
的
な
桁
彩
に
欠
け
る
と
い
う
点
も
あ
ろ
う
。
だ
か
ら

と
い
っ
て
'
こ
の
瞬
間
を
偽
り
の
感
動
と
見
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
.
死
に
瀕

し
た
よ
う
な
精
神
状
態
の
な
か
に
あ
っ
て
、
瞬
時
た
り
と
も
脱
出
の
契
機
を
つ

か
み
得
た
こ
と
の
意
味
を
並
祝
し
た
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
「
中
流
階
級
」
出

(
注
1
7
)

身
の
イ
ン
テ
リ
が
、
虚
栄
や
偽
善
に
全
-
汚
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
下
流
階
級
」

の
純
真
な
人
間
味
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
閃
光
」
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

と
い
う
点
に
着
目
す
る
な
ら
'
芥
川
に
も
健
康
な
精
神
が
脈
打
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
行
為
者
で
あ
る
粗
野
な
田
舎
娘
と
、
そ
れ
曇
尚
み
か
ら
傍
観
し
て

(
ユ
l
わ
)

い
た
負
族
的
感
覚
を
持
つ
「
私
」
と
の
位
追
関
係
は
'
「
私
」
の
完
全
な
敗
北

に
よ
っ
て
逆
転
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
敗
北
は
意
識
の
変
革
と
人
生
的
な

歓
苗
と
を
よ
び
さ
ま
す
も
の
で
あ
っ
て
、
芥
川
の
自
己
と
の
闘
い
に
お
け
る
勝

利
を
意
味
し
て
い
る
　
T
・
f
l
術
そ
の
他
』
に
お
い
て
芥
川
は
、
自
己
の
殻
に

「
安
住
し
た
が
る
性
質
」
に
反
抗
し
、
「
信
ず
る
所
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
」

「
1
生
懸
命
に
」
な
ろ
う
と
す
る
税
梅
的
な
精
神
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
も

し
も
'
下
地
に
こ
う
い
う
精
神
の
活
動
が
な
-
て
、
た
だ
無
気
力
・
無
感
動
の

「
死
」
そ
の
も
の
に
包
ま
れ
て
い
た
な
ら
、
目
の
色
に
染
ま
っ
た
蜜
柑
も
あ
れ

ほ
ど
の
威
力
を
光
抑
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
青
っ
ま
で
も
な
い
が
'

日
に
照
ら
さ
れ
た
鮮
か
な
蜜
柑
の
色
に
敏
感
に
反
応
し
た
の
は
'
他
な
ら
ぬ
芥

川
そ
の
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

r
蜜
柑
』
は
'
や
が
て
自
虐
と
狂
気
の
「
迷
路
」
に
踏
み
こ
ん
で
い
か
ざ
る

C

ォ

2

)

を
柑
な
か
っ
た
芥
川
が
'
「
促
に
」
点
じ
た
健
康
な
精
神
の
「
火
花
」
で
あ
っ

た
。

h
i

以
上
に
述
べ
た
F
蜜
柑
』
に
お
け
る
人
間
味
単
式
の
作
風
は
、
単
に
芥
川
個

人
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
.
時
代
の
背
景
を
な
し
た
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

蝣

a

a

w

M

y

風
樹
と
も
無
縁
で
は
な
か
ろ
う
。
と
り
わ
け
へ
芥
川
が
「
投
も
純
粋
な
作
家
」

と
よ
ん
だ
志
賀
直
哉
か
ら
の
彫
哲
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
.
志
班
出

我
に
は
『
網
走
ま
で
』
　
(
明
S
3
-
*
「
白
樺
」
)
　
や
『
出
来
事
』
　
(
大
2
・
9

「
白
樺
」
一
と
い
う
串
内
を
舞
台
に
し
た
短
箔
が
あ
る
。
前
作
の
「
自
分
」
は
行

為
者
に
な
っ
て
お
り
'
後
作
の
「
わ
た
し
」
は
傍
観
者
で
あ
る
が
'
い
ず
れ
も

鋭
い
観
察
者
で
あ
る
。
ま
た
'
著
し
い
好
悪
の
感
情
や
人
間
性
の
幸
美
な
ど

『
蜜
柑
』
と
の
関
連
の
深
さ
を
少
な
か
ら
ず
感
じ
さ
せ
る
3
し
か
し
こ
こ
で
は
、

時
代
思
潮
と
の
関
係
や
作
品
の
比
較
研
究
等
に
つ
い
て
論
じ
て
い
-
余
裕
が
な

い
。
改
め
て
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

(#)1
、
芥
川
が
自
作
に
つ
い
て
の
自
信
を
示
し
た
の
は
『
苓
数
人
の
死
』
　
(
大

t
>
・
C
T
i
・
T
ォ
'
小
島
政
二
郎
あ
て
)
'
F
枯
野
抄
』
　
天
サ
ー
S
-
2
t
 
i
i
E

2Go



忠
遺
あ
て
)
　
な
ど
で
あ
っ
た
。

2
、
進
藤
純
孝
「
伝
記
芥
川
乱
之
介
」
一
六
興
出
版
一

3
、
「
身
の
ま
は
り
」
　
(
大
l
・
1
「
サ
ソ
デ
ー
柘
口
」
)

4
、
実
母
フ
ク
の
姉
フ
キ
と
同
居
し
た
。

5
'
「
今
ま
で
が
今
ま
で
だ
か
ら
評
判
が
意
る
か
な
い
か
と
思
っ
て
大
に
社

の
為
に
気
づ
か
つ
て
ゐ
ま
す
」
　
(
大
t
-
・
;
=
j
・
o
>
'
潜
田
浮
介
あ
て
)

6
'
片
岡
良
一
「
芥
川
龍
之
介
の
道
」
　
(
-
>
-
3
'
「
文
学
」
)

7
、
千
葉
色
雄
「
作
品
を
通
し
て
見
た
る
芥
川
龍
之
介
」
　
　
(
昭
2
・
9
'

「
太
陽
」
)

8
'
吉
田
精
7
　
「
芥
川
龍
之
介
全
集
・
第
二
巻
・
解
説
」
　
(
昭
3
・
3
、
筑

摩
書
房
一

9
'
臼
井
吉
見
「
現
代
日
本
文
学
全
集
2
6
、
芥
川
拙
之
介
集
'
解
説
」
　
(
旧

8
・
<
*
>
、
筑
摩
書
房
)

1
0
へ
米
田
活
7
　
「
空
相
」
　
(
川
副
国
基
舶
「
人
と
作
目
3
・
現
代
文
学
講
座
・

大
正
編
皿
」
昭
8
-
^
'
明
治
書
院
一

1
1
'
吉
田
椅
T
　
「
作
品
鑑
賞
・
蜜
柑
」
(
「
近
代
文
学
鑑
賞
講
座
1
 
1
、
芥
川
龍

之
介
」
昭
S
3
・
サ
'
角
川
書
店
)

1
.
r
或
阿
呆
の
1
生
』
十
九
「
人
工
の
賀
」
に
次
の
7
節
が
あ
る
。
I

「
彼
は
こ
の
人
工
の
翼
を
ひ
ろ
げ
'
や
す
や
す
と
空
へ
舞
ひ
上
が
っ
た
。

.
同
時
に
ま
た
理
智
の
光
を
浴
び
た
人
生
の
歓
び
や
悲
し
み
は
彼
の
目
の
下

へ
沈
ん
で
い
っ
た
。
彼
は
み
す
ぼ
ら
し
い
町
々
の
上
へ
反
語
や
微
笑
を
落

し
な
が
ら
'
遮
る
も
の
の
な
い
空
中
を
ま
っ
す
ぐ
に
太
陽
へ
登
っ
て
行
つ

i
l
J
¥

1
3
へ
小
原
元
「
芥
川
龍
之
介
『
蜜
柑
』
の
鑑
賞
」
一
「
国
文
学
'
解
釈
と
鑑
賞
」

昭
s
・
蝣
*
)

1
4
'
三
好
行
雄
「
F
舞
踏
会
・
蜜
柑
』
の
作
品
解
説
」
　
(
昭
-
3
1
*
.
-
I
、
殉
川
文

庫
)

1
5
'
菊
地
弘
「
芥
川
龍
之
介
F
蜜
柑
ヒ
(
「
国
文
学
'
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
4
・

S
I

1
6
、
平
岡
敏
夫
「
H
暮
れ
か
ら
は
じ
ま
る
物
語
」
(
「
香
川
大
学
国
文
研
究
、

こ
昭
　
　
C
7
>
)

1
7
、
自
伝
凪
の
小
説
『
大
導
寺
信
輔
の
半
生
』
で
芥
川
は
「
下
層
階
級
の
貧

困
よ
り
も
よ
り
舶
偽
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
中
流
下
層
階
級
の
諮
因

の
生
ん
だ
人
間
だ
っ
た
。
」
と
少
年
時
を
追
憶
し
て
い
る
。

1
8
、
小
坦
光
へ
注
1
3
と
同
じ
)
は
「
外
貌
の
ゆ
ゑ
に
ま
っ
た
-
美
と
無
縁
な

存
在
で
あ
る
と
い
ふ
か
ん
が
へ
」
は
「
清
少
納
言
の
州
山
族
的
優
越
、
侭

倣
」
や
「
藤
原
為
他
の
中
性
紀
貴
族
的
美
観
と
な
ん
ら
興
る
と
こ
ろ
の
な

い
も
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

3
.
可
成
阿
呆
の
1
生
』
八
「
火
花
」
に
次
の
一
節
が
あ
る
。
-
　
「
架
空

線
は
不
柑
変
鋭
い
火
花
を
放
っ
て
ゐ
た
。
被
は
人
生
を
見
渡
し
て
も
'
何

も
特
に
欲
し
い
も
の
は
な
か
っ
た
.
が
、
こ
の
紫
色
の
火
花
だ
け
は
'

-
　
禎
ま
じ
い
空
中
の
火
花
だ
け
は
命
と
耽
り
換
へ
て
も
つ
か
ま
へ
た
か

っ
た
蝣
蝣
>
I

2
0
、
F
文
芸
的
な
'
余
り
に
文
芸
的
な
』
五
「
志
賀
直
哉
氏
」
に
次
の
1
節

が
あ
る
。
　
-
　
「
志
賀
直
哉
氏
は
僕
等
の
う
ち
で
最
も
純
粋
な
作
家
I

で
な
け
れ
ば
最
も
純
粋
な
作
家
た
ち
の
1
人
で
あ
る
0
」
「
志
賀
前
識
氏
の

作
品
は
何
よ
り
も
先
に
こ
の
人
生
を
立
派
に
生
き
て
ゐ
る
作
家
の
作
品
で

あ
る
3
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
同
朋
大
学
助
教
授
)
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